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の融合領域だと言われるが、本書では「不動産」

の経済的な領域の拡大や「金融」の変革などを通

じ、そのプラットフォームが相乗効果的に進化

していく姿が想定されている。また、不動産証

券化の活用はもはや特別なことではなく、これ

からは業種を問わず、企業の経営戦略や事業戦

略にますます組み込まれるようになるという認

識を示している。

著者が本書の中で市場関係者へ感謝している

ように、異業種を含めた市場関係者の交流が、

新たな知見を生み出し、さらなる「証券化の進化」

を促すことにつながってくるようにも感じる。

入門者はもちろん、幅広い業種のビジネスパー

ソンにもお薦めできる一冊である。

本書は、不動産投資や証券化の分野において、

入門や学び直し、知見のアップデートなどに役

立つことを目的に執筆された書籍である。本書

では、市場の見方から投資判断基準、証券化、

投資戦略などの同ビジネスに関連する項目が一

通り取り上げられており、かつわかりやすい表

現で書かれている。

本書の内容面での特色は、以下の 3点にある。

第1 は、不動産投資・証券化市場の 30年以上に

わたる歴史やその間のイベントなど通じ、市場に

蓄積された知見を踏まえて執筆されていること

である。市場では形を変えて、多様な事象が繰

り返される場合もあることを含め、市場関係者が

こうした知見を共有することは有用であろう。

第2 は、不動産投資・証券化ビジネスにおけ

る実務をベースに執筆されているが、その背景

となる理論にも、必要に応じて言及しているこ

とである。実務の世界は理論通りにはならない

ことも多いが、一定の理論を踏まえておくこと

は、自らの立ち位置の確認や投資判断などにも

役立つことがある。不動産金融の実務と共に、

大学での研究の経験を有する著者らしい特色で

もある。

第3 は、不動産証券化市場の成長の方向性に

つき、いくつかの切り口を示唆していることで

ある。例えば、不動産証券化は「不動産」と「金融」
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